




経済研究所 / Institute of Developing


















































































































































































































































































































































































































































































































































































































輸出国 輸入国 FTA名 基準年
輸出増 輸入増
輸出純増 関税負担率
対締約国 対第三国 輸出増計 増加率 対締約国
韓国
EU 韓EU FTA 2008 2,148 3,851 5,999 10.4% 4,343 1,656 2.05%→0.94％
米国 韓米FTA 2006 1,845 4,023 5,868 13.2% 2,737 3,131 1.81%→0.60%
中国 韓中FTA 2008 10,467 17,293 27,760 24.6% 6,777 20,983 4.58％→1.69％
日本 日韓EPA 2008 617 988 1,605 5.4% 5,581 -3,976 0.70%→0.08%
合計 15,077 26,155 41,232 16.9% 19,438 21,794 
EU 韓国 韓EU FTA 2008 4,343 5,647 9,990 25.0% 2,148 7,842 6.00%→2.77％
米国 韓国 韓米FTA 2006 2,737 3,492 6,229 18.5% 1,845 4,384 4.39％→2.26％
中国 韓国 韓中FTA 2008 6,777 5,861 12,638 16.4% 10,467 2,171 5.63%→2.79％

















産業 韓国製品との代替 第三国製品との代替 対韓輸出増計 増加率）
1 農水畜産 270 211 481 28.3%
2 鉱物・エネルギー 5 15 21 5.3%
3 化学・プラスチック 647 788 1,435 23.5%
4 木製品、紙、出版 6 7 13 2.3%
5 繊維(含皮革、履物） 435 640 1,074 75.8%
6 土石・貴金属 115 160 275 27.4%
7 卑金属 277 423 700 23.4%
8 機械 1,136 1,345 2,481 27.7%
9 電機 719 1,074 1,793 44.9%
a その他輸送機器 35 36 71 9.7%
b 自動車 121 71 192 9.6%
c 自動車部品 201 255 455 52.7%
ｄ 精密・光学機器 315 529 844 34.5%
ｅ 雑品、その他製造業 61 94 155 22.1%
総計 4,343 5,647 9,989 29.5%
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注） 増加率は国内向け輸入＇総輸入-輸出用輸入（に対する率。
産業 韓国製品との代替 第三国製品との代替 対韓輸出増計 増加率）
1 農水畜産 294 153 447 16.2%
2 鉱物・エネルギー 125 272 397 54.6%
3 化学・プラスチック 410 533 942 25.2%
4 木製品、紙、出版 9 8 17 2.3%
5 繊維(含皮革、履物） 96 145 241 54.7%
6 土石・貴金属 65 84 149 32.5%
7 卑金属 187 261 447 30.7%
8 機械 424 572 996 18.6%
9 電機 431 703 1,135 23.6%
a その他輸送機器 15 13 28 1.2%
b 自動車 27 44 70 52.1%
c 自動車部品 65 93 158 58.5%
ｄ 精密・光学機器 552 550 1,102 35.4%
ｅ 雑品、その他製造業 38 61 99 17.2%
総計 2,737 3,492 6,228 23.1%
32
注） 増加率は国内向け輸入＇総輸入-輸出用輸入（に対する率。
産業 韓国製品との代替 第三国製品との代替 対韓輸出増計 増加率）
1 農水畜産 358 221 580 19.1%
2 鉱物・エネルギー 23 91 114 2.7%
3 化学・プラスチック 702 853 1,555 30.9%
4 木製品、紙、出版 58 53 111 14.2%
5 繊維(含皮革、履物） 1,783 887 2,670 45.1%
6 土石・貴金属 329 215 544 29.8%
7 卑金属 608 586 1,194 7.1%
8 機械 641 1,012 1,653 25.9%
9 電機 1,594 1,198 2,792 20.3%
a その他輸送機器 61 41 101 11.7%
b 自動車 1 2 4 53.2%
c 自動車部品 105 140 245 42.1%
ｄ 精密・光学機器 279 396 675 48.4%
ｅ 雑品、その他製造業 235 165 400 21.0%
総計 6,777 5,861 12,638 20.2%
33
注） 増加率は国内向け輸入＇総輸入-輸出用輸入（に対する率。
産業 韓国製品との代替 第三国製品との代替 対韓輸出増計 増加率）
1 農水畜産 79 90 169 34.1%
2 鉱物・エネルギー 77 144 221 21.4%
3 化学・プラスチック 1,132 1,228 2,360 28.2%
4 木製品、紙、出版 1 3 4 1.2%
5 繊維(含皮革、履物） 144 225 369 85.4%
6 土石・貴金属 171 150 322 24.8%
7 卑金属 361 494 854 9.3%
8 機械 1,754 1,955 3,709 36.5%
9 電機 914 1,127 2,041 26.5%
a その他輸送機器 23 27 49 3.9%
b 自動車 168 192 361 46.5%
c 自動車部品 178 180 359 41.5%
ｄ 精密・光学機器 487 748 1,235 43.3%
ｅ 雑品、その他製造業 90 101 191 41.7%
















EU製品との代替 第三国製品との代替 対EU輸出増計 増加率
1 農水畜産 15 31 46 22.3%
2 鉱物・エネルギー 145 268 413 17.2%
3 化学・プラスチック 272 448 720 17.9%
4 木製品、紙、出版 0 0 1 0.3%
5 繊維(含皮革、履物） 260 497 757 57.8%
6 土石・貴金属 21 41 62 11.8%
7 卑金属 124 243 367 9.2%
8 機械 350 617 967 12.8%
9 電機 261 498 759 3.6%
a その他輸送機器 26 44 70 1.1%
b 自動車 509 847 1,356 22.5%
c 自動車部品 111 205 315 23.3%
ｄ 精密・光学機器 32 65 97 3.8%
ｅ 雑品、その他製造業 23 46 68 27.2%
総計 2,148 3,851 5,999 10.4%
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産業 米国製品との代替 第三国製品との代替 対米輸出増計 増加率
1 農水畜産 16 31 48 14.2%
2 鉱物・エネルギー 19 29 48 2.4%
3 化学・プラスチック 121 217 338 10.6%
4 木製品、紙、出版 0 1 1 0.2%
5 繊維(含皮革、履物） 582 1,558 2,140 100.9%
6 土石・貴金属 30 67 96 36.7%
7 卑金属 95 188 283 8.6%
8 機械 112 215 327 4.4%
9 電機 228 463 692 5.7%
a その他輸送機器 3 5 8 1.1%
b 自動車 479 926 1,405 15.2%
c 自動車部品 100 197 297 19.4%
ｄ 精密・光学機器 34 68 102 16.6%
ｅ 雑品、その他製造業 25 54 79 16.4%
総計 1,844 4,019 5,863 13.4%
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産業 中国製品との代替 第三国製品との代替 対中輸出増計 増加率
1 農水畜産 51 99 150 45.6%
2 鉱物・エネルギー 1,176 1,279 2,455 24.2%
3 化学・プラスチック 738 1,045 1,783 8.4%
4 木製品、紙、出版 1 1 2 0.4%
5 繊維(含皮革、履物） 1,189 1,824 3,013 97.0%
6 土石・貴金属 195 366 561 122.1%
7 卑金属 907 1,407 2,314 26.1%
8 機械 1,228 2,298 3,526 32.0%
9 電機 2,390 3,911 6,302 16.5%
a その他輸送機器 4 9 13 18.8%
b 自動車 2 4 6 0.6%
c 自動車部品 563 1,072 1,634 149.7%
ｄ 精密・光学機器 1,898 3,778 5,676 34.3%
ｅ 雑品、その他製造業 124 201 325 153.3%
総計 10,467 17,293 27,760 24.6%
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産業 日本製品との代替 第三国製品との代替 対日輸出増計 増加率
1 農水畜産 39 46 84 5.8%
2 鉱物・エネルギー 1 1 2 0.0%
3 化学・プラスチック 254 404 659 18.2%
4 木製品、紙、出版 1 2 2 1.1%
5 繊維(含皮革、履物） 150 295 445 66.1%
6 土石・貴金属 15 28 43 4.6%
7 卑金属 109 138 246 5.1%
8 機械 0 0 0 0.0%
9 電機 35 51 86 1.1%
a その他輸送機器 0 0 0 0.0%
b 自動車 0 0 0 0.0%
c 自動車部品 0 0 0 0.0%
ｄ 精密・光学機器 1 2 3 0.4%
ｅ 雑品、その他製造業 12 22 34 16.6%
総計 617 988 1,604 5.6%
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輸出国 輸入国 FTA名 基準年
第三国
第三国計




2008 - 1,085 1,653 1,775 107 1,027 5,647 
韓国 EU 2008 - 432 799 766 120 1,734 3,851 
米国 韓国
韓米FTA
2006 914 - 611 1,114 80 773 3,492 
韓国 米国 2006 602 - 747 582 137 1,955 4,023 
中国 韓国
韓中FTA
2008 1,695 830 - 1,637 198 1,501 5,861 
韓国 中国 2008 2,811 866 - 5,336 3,319 4,961 17,293 
日本 韓国
日韓EPA
2008 2,372 1,340 1,669 - 233 1,049 6,663 
韓国 日本 2008 123 107 417 - 68 273 988 






































産業 第三国製品との代替計 米国 中国 日本 台湾 その他
1 農水畜産 211 73 15 6 1 117 
2 鉱物・エネルギー 15 2 1 6 1 6 
3 化学・プラスチック 788 176 164 264 22 163 
4 木製品、紙、出版 7 0 3 0 0 4 
5 繊維(含皮革、履物（ 640 32 454 41 4 108 
6 土石・貴金属 160 20 49 23 1 66 
7 卑金属 423 88 167 101 13 53 
8 機械 1,345 262 218 630 31 204 
9 電機 1,074 176 379 335 20 163 
a その他輸送機器 36 9 11 10 2 3 
b 自動車 71 13 0 47 0 10 
c 自動車部品 255 33 71 117 2 32 
ｄ 精密・光学機器 529 189 65 182 7 85 
ｅ 雑品、その他製造業 94 11 55 12 2 13 
総計 5,647 1,085 1,653 1,775 107 1,027 
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産業 第三国製品との代替計 米国 中国 日本 台湾 その他
1 農水畜産 31 2 3 0 0 25 
2 鉱物・エネルギー 268 15 0 2 3 248 
3 化学・プラスチック 448 87 76 45 24 215 
4 木製品、紙、出版 0 0 0 0 0 0 
5 繊維(含皮革、履物（ 497 15 200 11 24 247 
6 土石・貴金属 41 6 18 1 1 16 
7 卑金属 243 33 72 19 10 109 
8 機械 617 91 156 122 24 224 
9 電機 498 49 183 63 16 187 
a その他輸送機器 44 12 11 9 3 9 
b 自動車 847 80 18 418 7 324 
c 自動車部品 205 23 18 66 5 93 
ｄ 精密・光学機器 65 16 18 7 1 24 
ｅ 雑品、その他製造業 46 3 25 3 1 13 
総計 3,851 432 799 766 120 1,734 
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産業 第三国製品との代替計 EU 中国 日本 台湾 その他
1 農水畜産 153 24 25 4 1 100 
2 鉱物・エネルギー 272 1 4 19 1 246 
3 化学・プラスチック 533 147 91 194 13 87 
4 木製品、紙、出版 8 0 2 0 0 6 
5 繊維(含皮革、履物） 145 35 66 16 3 25 
6 土石・貴金属 84 20 15 18 1 30 
7 卑金属 261 70 66 75 10 39 
8 機械 572 180 49 279 9 54 
9 電機 703 175 200 220 19 89 
a その他輸送機器 13 6 3 2 0 1 
b 自動車 44 32 0 10 0 2 
c 自動車部品 93 43 18 23 0 9 
ｄ 精密・光学機器 550 170 40 240 20 80 
ｅ 雑品、その他製造業 61 9 32 14 2 4 
総計 3,492 914 611 1,114 80 772 
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産業 第三国製品との代替計 EU 中国 日本 台湾 その他
1 農水畜産 31 4 3 2 1 21 
2 鉱物・エネルギー 29 7 0 1 1 19 
3 化学・プラスチック 217 44 27 31 15 100 
4 木製品、紙、出版 1 0 0 0 0 0 
5 繊維(含皮革、履物） 1,558 98 411 16 66 968 
6 土石・貴金属 67 7 32 1 2 24 
7 卑金属 188 33 48 14 11 82 
8 機械 215 45 18 76 12 64 
9 電機 463 57 137 65 21 184 
a その他輸送機器 5 0 2 0 0 2 
b 自動車 926 264 0 325 0 337 
c 自動車部品 197 22 19 36 5 115 
ｄ 精密・光学機器 68 14 20 12 2 20 
ｅ 雑品、その他製造業 54 5 30 4 2 13 
総計 4,019 602 747 582 137 1,950 
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産業 第三国製品との代替計 EU 米国 日本 台湾 その他
1 農水畜産 221 28 42 22 7 121 
2 鉱物・エネルギー 91 1 3 17 2 68 
3 化学・プラスチック 853 220 142 289 35 168 
4 木製品、紙、出版 53 10 2 1 0 40 
5 繊維(含皮革、履物） 887 307 50 89 17 425 
6 土石・貴金属 215 83 31 42 7 53 
7 卑金属 586 158 110 167 29 122 
8 機械 1,012 369 148 343 23 130 
9 電機 1,198 317 175 429 28 250 
a その他輸送機器 41 9 5 7 17 3 
ｄ 精密・光学機器 396 81 73 143 25 73 
ｅ 雑品、その他製造業 165 49 27 49 6 33 
b 自動車 2 1 0 1 1 0 
c 自動車部品 140 62 23 38 2 16 
総計 5,861 1,695 830 1,637 198 1,501 
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産業 第三国製品との代替計 EU 米国 日本 台湾 その他
1 農水畜産 99 14 14 9 7 54 
2 鉱物・エネルギー 1,279 8 19 397 241 614 
3 化学・プラスチック 1,045 161 109 202 263 310 
4 木製品、紙、出版 1 0 0 0 0 1 
5 繊維(含皮革、履物（ 1,824 218 78 455 428 645 
6 土石・貴金属 366 64 35 137 65 65 
7 卑金属 1,407 284 113 364 263 382 
8 機械 2,298 982 202 687 180 247 
9 電機 3,911 451 119 1,597 272 1,471 
a その他輸送機器 9 4 1 3 1 1 
ｄ 精密・光学機器 3,778 131 122 900 1,550 1,074 
ｅ 雑品、その他製造業 201 26 9 81 37 47 
b 自動車 4 1 1 0 0 2 
c 自動車部品 1,072 466 41 504 13 48 
総計 17,293 2,811 866 5,336 3,319 4,960 
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産業 第三国製品との代替計 EU 米国 中国 台湾 その他
1 農水畜産 90 14 25 3 10 21 
2 鉱物・エネルギー 144 5 12 9 66 17 
3 化学・プラスチック 1,228 403 282 49 90 298 
4 木製品、紙、出版 3 0 1 0 1 0 
5 繊維(含皮革、履物） 225 43 124 5 18 21 
6 土石・貴金属 150 29 44 11 16 32 
7 卑金属 494 111 178 29 29 99 
8 機械 1,955 955 307 72 58 364 
9 電機 1,127 305 454 27 75 187 
a その他輸送機器 27 11 7 3 1 4 
b 自動車 192 156 1 0 0 20 
c 自動車部品 180 102 37 1 4 20 
ｄ 精密・光学機器 748 225 145 21 40 233 
ｅ 雑品、その他製造業 101 14 50 3 5 25 
総計 6,663 2,372 1,669 233 413 1,976 
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産業 第三国製品との代替計 EU 米国 中国 台湾 その他
1 農水畜産 46 1 1 11 0 32 
2 鉱物・エネルギー 1 0 0 1 0 0 
3 化学・プラスチック 404 72 76 94 42 121 
4 木製品、紙、出版 2 0 0 0 0 1 
5 繊維(含皮革、履物） 295 21 6 208 13 46 
6 土石・貴金属 28 7 3 9 2 7 
7 卑金属 138 15 16 57 8 41 
8 機械 0 0 0 0 0 0 
9 電機 51 4 3 21 3 20 
a その他輸送機器 0 0 0 0 0 0 
b 自動車 0 0 0 0 0 0 
c 自動車部品 0 0 0 0 0 0 
ｄ 精密・光学機器 2 0 0 2 0 0 
ｅ 雑品、その他製造業 22 2 1 14 1 4 
総計 988 123 107 417 69 272 
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 リーマンショック後、韓国企業の事業展開を
有利にさせる「追い風」が吹く
低価品需要の高まり
部品アウトソーシングの拡大
 ウォン安
新・再生エネルギー市場、省エネ市場の拡大
政府の公共投資の拡大
 これらに加えて、
韓国の積極的なFTA推進
51
0.7
0.8
0.9
1
1.1
1.2
1.3
2008 2009 2010
1Q
2Q ３Q
日本円
ユーロ
ウォン
人民元
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日韓欧の通貨価値変動＇2005
年＝１、対米ドルレート（
2010年に入り、財政問題を抱え
るユーロが下げ足を速める。
急速な景気回復でウォンも一時
増価に転じるが、その後春の警
備艇沈没事件など半島情勢不
安定から再び弱含みに。
人民元は世界的な切り上げ圧力
を受けつつも低位安定。
こうした中,円は独歩高.
品目 現状 戦略
乗用車 ・品質の割に価格競争力があり、
シェアを高めているが、物流および
A/Sに弱点
・不況が続く中、FTAによる短期的売上増を狙う
のではなく、市場シェアアップに注力
・ブランド認知度アップが必要
・A/S拡充、値下げ、信用販売の拡大がカギ
自動車
部品
・日・EU製品と品質同等なるも、価
格競争力にすぐれ関心高まる。
・A/S用部品は安い中国産が台頭
・欧州完成車メーカーのOEM需要開拓
・現地物流拠点確保で適時配送実現
・現地販売網、A/S体制の構築
・大型流通業者を通じた進出
ディス
プレイ
テレビ
・サムスンとLGが欧州市場席巻。
・高価品欧州ブランド、中価品は韓
国など非欧州ブランド、低価品は韓
中が競争
・ブランド価値が販売に決定的要因。高級化戦
略を駆使
・直輸出製品の場合、値下げよりは長期無利子
割賦など間接的戦略を駆使
・中小ブランドの場合、専門流通業者を活用
・保証期間、保証範囲の拡大
クォン・オソク、「韓-EU FTAとEU市場輸出拡大方案」、2009年11月＇韓国貿易協会 韓国・
EU FTA説明会資料（）上記3品目を含め、計10品目を紹介。
53
54
 現状分析
 価格競争力が強い
 中国製品との競争に直面
 アフターサービスや物流を隘路と認識
 FTAの活用
 市場シェアの獲得
 ブランド認知度、ブランド価値の向上
 アフターサービスの充実
 物流強化、販売網整備
→関税引き下げを原資とした値下げ＆市場シェア拡大、あるいは
FTA自体の宣伝効果で市場を獲得したのちにブランドイメージ、
アフターサービス向上を狙う戦略。
→明示はしないが、日本を意識した戦略を展開
 上記分析は韓国からの直接輸出を対象としたが、在外韓国系企業の受け
るメリットは計算に入っていない。
 日系企業に比べて現地調達が進んでおらず、概して本国調達に頼る傾向
が依然として強い。
 在欧日系製造業企業の対日調達率 34.6％
 在欧韓国系製造業企業の対韓調達率 36.8％
＇在欧韓国系企業全体の対韓調達率 52.2％（
 在欧日系製造業企業の対日調達率 34.6％
 韓国系企業の対母国調達規模は223億ドル(2008年（
 関税徴収額だけでも初年度に2.47億ドルのメリット
 貿易分析から、関税免除額VS物量増加の比は約１０倍。
 韓国系企業の売上増は粗く見積もって約２５億ドル。
 在欧日系企業にとっては、韓国からの直輸入とともに、在欧韓国系企業との競
争にも直面。
 韓EU FTAは、ウォン安・ユーロ安の打撃をダメ押しする効果をもたらしかね
ない。
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 日韓EPAおよび日EU EPA＇EIA)の実現
 韓国がEU、米国、中国とのFTAを締結すると、これら３者に対す
る日本の輸出が１１２億ドル減。このほか、各地の日系企業が韓
国企業との競争において不利な立場に。
 日本も韓国に対抗し、上記諸国との間のEPAを締結すべき。そ
の場合、取り組みが尐しなりとも進展している日韓、日EUの
EPA交渉を優先して進めるべき。
 韓国・EU交渉、韓米交渉の経緯から、自動車関連については
要注意
 日本での欧米車普及を狙って欧米安全基準の採用を求められること
が考えられる。それをどの程度まで受容するのか？
 日本車は韓国車以上にその輸入増が警戒されよう。韓米交渉が米国
での関税撤廃年限の延長で決着するみとおしとなった。日本は相手方
の市場開放猶予期間についてどの程度まで許容するのか？
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 中断している日韓EPA交渉の経緯から、相手方の目に見えるメリットを挙げること
が肝要。
 しかし、日本市場はすでにほぼ完全に開かれている。
 残る分野は農業や貿易以外の部分に極限される。
 日本のFTA推進のネックとなっているのは農業。農業の行く末に関するビジョンを早急に打ち
立てるのはいずれにせよ必要。
 この他、政府調達など市場アクセスの改善なども必要
 日韓、日EU EPAへの関心を企業側がアピールすることも必要。
 今のところ実現可能性が乏しい日中、日米FTAについても早急に検討を開始する
必要あり。
 １０月以降にわかに盛んになったTPP加入議論はいかにも突飛な印象ではある
が、市場開放に向けた議論が煮詰まらない現状を打破するショック療法としての側
面は評価されるべき。
 TPPに関しては国内議論が尽くされたとは言えない。見切り発車をするのであれ
ば、十分な補償対策が講じられる必要あり。
 縮小する国内市場を当てにした成長は無理とみるべきで、市場開放というリスクを
とりながら輸出拡大を図るのが筋ではないか？
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 昨今の円高
 韓国ウォン、ユーロ、ドルの弱含み傾向と人民元の上げ渋り
 日本の貿易黒字、浮遊資金の集中、先行き不安による円資金の退蔵
 実体経済の現状から大きくかい離した円高の現出
 黒字国の韓国がウォン安を放置していることへ大きな批判がなされない現実
 円高対策
 韓国、中国に対する切り上げ努力働きかけ、ユーロシステムの見直し＇ユーロ
安で好況のドイツのくくり直し（、ドル安政策見直しなどの働き掛け
 場合によっては単独介入
 海外資産の積極購入
 資源確保---鉱山・油田の確保、レアアース資源開発など
 新興国の有望企業株式買収による経営参加
 世界的金利安→貴金属による外貨準備保有
 日銀によるリスク資産購入を海外資産にも広げる 等々
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 貿易投資、FTAなどに関する広報体制の強化
 韓国は政府機関である関税庁が直接コンサルティングを供与するな
ど、FTA活用に非常に積極的。
 各省庁もそれぞれの所管分野でのFTA活用を推奨すべく広報活動
に注力。
 このほか、KOTRA,貿易協会などの関連機関からも各種支援を供与。
⇒日本もジェトロや経産省が行っているFTA活用促進策を拡充すべき
 EU関税賦課の一時停止を求めていく
 LCDディスプレーの例に見るように、EUの品目分類原則とITA免税
との間にブレ。外国からのクレームで関税賦課が停止されることがある。
 関税賦課復活を阻止するとともに、他の同様の事例でもアピールをし
ていくことが肝要。
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 現地生産の本格化
 円高の進む日本からの機資材導入はコスト競争の面
からますます負担大。直接輸出も競争力を喪失。
 韓国が次々に繰り出すFTAにより、円高のデメリットは
増幅される形に。
 現地生産の加速、効率化が肝要。ことに、調達の現地
化、第三国からの調達増に意を用いる必要あり。
 第三国間FTA活用の検討
 発効が間近な韓EU FTA、発効が現実味を帯びてき
た韓米FTAを活用し、韓国製部品を使用することも要
検討。
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 海外の消費者に見放されないための努力が必要
 消費者が望む商品類型や機能の正確な特定が肝要。
サムスンの成功：日本製品からの「機能の引き算」
 インドでのLG電子の成功：徹底した現地ユーザのニーズ吸
い上げと製品への反映
 EU市場での成功可能性の例：健康機器、バイオ燃料機器、
その他環境関連製品、日本食関連など。
 過剰品質に陥っていないか不断の検討
 不況の中、消費者は価格選好度を強めているが、本
物を求めるのは日本も外国も同じ。しかし、本物と過
剰品質は紙一重。
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 閉そく状況打破の必要性
 そこそこの豊かさに安住する内向きの雰囲気が拡散。
 外国との経済的かかわりに果敢にチャレンジしないと、尐子高齢化によ
るじり貧は悪化の一途
 外国とのかかわりには素早い決断が必要
 対韓ベンチマークの機運
 韓国はアジア通貨危機を経て、果敢な対外的チャレンジと素早い決断
の両方を手に入れる。
 企業経営、FTA交渉など随所にこれらは活かされている。
 日本でも２００９年末に韓国がUAEの原電案件を受注して以降、韓国
的方式への注目が集まっている。
 選択と集中
 失われゆくものを嘆くのではなく、残されたものの恵みを最大限生かし
ていくべき。
 閉そく状況を打破する突破口としてのFTA推進の価値を再考すべし。
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